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周産期心筋症と診断された双胎妊娠の 1 例 
A case of the twin pregnancy which had diagnosed as 
peripartum cardiomyopathy after forced delivery for heart 
failure sign onset 
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の 1 例を経験したので報告する。 
症例は 37 歳 2 絨毛膜 2 羊膜性双胎。妊娠
32 週より切迫早産にて塩酸リトドリンを持続
点滴投与開始した。その後、妊娠高血圧腎症を
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37 歳 1 経妊 0 経産（自然流産 1 回） 






て妊娠成立し、2 絨毛膜 2 羊膜性双胎と診断さ
れた。妊娠 8 週より当科にて妊娠管理されて
いた。妊娠 23 週より切迫早産の診断にて塩酸









1 児の発育が緩徐となり、妊娠 34 週の時点で
第 1 児の推定体重は-0.1SD、第 2 児は-2.1SD
であった。軽症の妊娠高血圧腎症は認めたが、
CTG、羊水量等の異常を認めなかった。妊娠





切開術施行した。(2160 g 男児 Ap 8/9、1662g
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placental growth factor(PlGF) ， vascular 
endothelial growth factor (VEGF)の低下、
soluble fms-like tyrosine kinase-1(sFlt-1)の上
昇が指摘されている 23)。sFlt1 は、PlGF およ
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